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非定常ディーゼル噴霧の混合気形成・燃焼過程の画像解析

研究の目的と位置付け研究の目的と位置付け

研究の方法研究の方法

主な成果主な成果

今後の展開今後の展開

・ディーゼル噴射モデルの構築

・望ましい混合気・火炎分布の案出
針弁がフルリフトしない少量噴霧火炎
の挙動に及ぼす噴射条件の影響

先行火炎と後発噴霧の干渉
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予燃焼式定容容器を用いた，噴霧内気相・液相分布

および火炎の画像計測

・Mie散乱法およびLIF法による気相・液相分離計測

・シャドウグラフ法による火炎観察

• 多噴孔ノズルを用いた噴霧形成モデル検証用データの取得

• 先行火炎と後発噴霧の干渉とスス生成の因果関係把握／ＬＩＩ法

• 準定常状態に達しない少量噴霧火炎の，混合気形成・燃焼
過程の実験的解析を実施した．

• シート絞りを受ける少量噴霧は，噴孔近傍において運動量
を失い，滞留したまま気液相変化を経て着火・燃焼に至る
過程を明らかにした．
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ノズル近傍における少量噴霧の相変化

蒸気相分布／LIF法
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予燃焼式
定容容器

光源 532nm

試験油：n-tridecane (BP=507K) + 潤滑剤
光源 266nm
蛍光剤 1-methylnaphthalene(BP=518K)

観察波長 286~470nm (FWHM)

主噴霧・少量噴霧の噴霧火炎画像
（左）および先端到達距離（上）

・噴霧発達過程のモデル検証用データ取得

・多段噴霧火炎の燃焼特性把握
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Time after start of injection   μs

p0 = 1.5MPa, T0 = 900K
pJ = 100MPa

mJ= 2.60mg (tJ=250μs)

mJ= 0.43mg (tJ= 110μs)
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